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会社概要

売上高 2,174億円 営業利益 142億円

11,012名（単体：3,503名）
（2021年3月31日現在）

（2020年度）
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事業領域
金融市場

23%

流通・交通市場

23%

遊技市場

5%

海外市場

48%

その他

1%
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金融市場 金融機関向け主力製品
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金融市場 金融機関向け主力製品

オープン出納システム 重要物管理システム

銀行内での現金・重要物の厳格な管理をシステムによって実現
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海外市場 流通店舗向け主力製品
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市場ポジション



© GLORY LTD. 2021 All Rights Reserved. 9

３つの強み
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コア技術

②メカトロ技術

弊社がこれまでに社会に送り出してきた、お金を「見分ける」「数える」「束ねる」などの機能は
コア技術である「認識･識別技術」と「メカトロ技術」から成り立っています。

①認識･識別技術

・紙幣識別技術 ・硬貨識別技術 ・帳票判別技術 ・手書き文字認識技術

・硬貨選別技術 ・硬貨包装技術 ・紙幣帯封技術 ・紙幣整理(表裏反転)技術
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ロボットSI事業
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新事業戦略（個体認証）
日本初！大学構内で顔認証決済サービスの実証実験を開始

・BioPay
「顔画像」と「クレジットカード情報」を
登録することにより、支払い時はタブレッ
ト端末に「顔」をかざすだけで、現金やク
レジットカードの受け渡しをすることなく
決済可能となります。

顔認証による手ぶら決済サービス
「BioPay（バイオペイ）」
に関する実証実験を開始しました。
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IoT・AIでリアル行動を科学し、クライアントのDXを推進

店舗状況・セグメントの可視化

AIによるユーザセグメント抽出

券売機・つり銭機
（POSデータ）

GPSロケーション

広告配信

マーケティング

クーポン配信 アンケート

アナリティクス

施設・商圏 機会の可視化

データ化・分析・施策連携まで一気通貫で実現

センサー・
デジタルタッチポイント AI・ビッグデータ 店舗・人物理解に基づいた

施策連携を実現

新たなビジネスモデルへの展開
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新型コロナウイルス感染症対策
券売機や診療費支払機のタッチレス操作に対応

タッチレス操作可能になる
フレームを開発
本フレームは、券売機
「VT-T20」と診療費支払機
「FFH-700」のオプション
として2021年度中に提供を
開始
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MBD導入の背景

新コア技術の開発
⇒新しいビジネス展開

従来業務：既存製品の開発／保守

両立させるには従来業務の生産性向上が不可欠
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MBD導入の背景 ～ 現状の問題点 ～

・仕様書は文章・図で構成されており、シミュレーションは机上の検証
・独自システムによりシミュレーションを実施しているが、工程としては中盤
・手作業による設計・検証工数大

システム設計

概要設計

詳細設計

プログラム
製造

単体・結合
テスト

総合テスト

評価

机上でのシミュレーション

シミュレーションによる検証

手戻り

手作業による設計・検証
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MBD導入の背景 ～ 理想とする姿 ～
・MBDを導入、仕様のモデル化によるシミュレーション範囲の拡大
・上流シフトによる不備の早期発見・手戻り工数の削減
・コード作成・検証の自動化による工数削減

システム設計

概要設計

詳細設計

プログラム
製造

単体・結合
テスト

総合テスト

評価

シミュレーションによる検討 設計・検証の自動化
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MBD導入計画

2019 2020 2021

ステップ①
MBD効果の確認
→開発終了製品のリバースエンジニアリング

ステップ②
部内展開に向けた活動
→開発中製品との並行開発

ステップ③
全社展開
新技術の適用
MBD導入の判断

・生産性向上を目的としてMBD導入を計画。
・３か年計画で全社展開・製品開発適用。
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検証Input

導入初年度の成果
ステップ①として弊社開発の識別装置をターゲットにしてモデル化を実施。
コード生成し、SpeedGoat社のハードウェア上で動作させることを目標とした。

生成コードに問題なく、正常に識別できていることが確認できた。
モデル化工数も少なく、従来開発に比べ工数削減できるという結果も得られた。

ソースコード

センサ①

センサ②

センサ③

変換処理
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導入初年度で分かった課題
・実機のボード使用時、処理時間が７倍に増加。
実運用では耐えられないことが判明。

・上記問題に関する対策をMathWorks様へ相談。
モデル構造に問題があったことが判明

自動生成
ソースコード

CPU:Core i7

CPU:Arm Cortex-M7

性能差による影響

対策前 対策後

・左記対策により問題は解決。
・開発手順、ルール化など

製品適用にむけ課題は山積み。
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製品適用に向けた活動
・課題解決を加速させるため、MBD立上げ支援プログラムを活用

MathWorks様より下記アクションプラン、スケジュールを提示いただいた。

・評価の指標として、下記提案をいただいた
上流工程での仕様不備発見
ソフトウェアにおけるバグの早期発見

アクションプラン

スケジュール
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製品適用に向けた活動
・MBD立上げ支援プログラムでは、MathWorks様・弊社と共同で活動。

下記体制で実施。

Role Name Department
技術担当 袁 様 アプリケーションエンジニアリング部
技術担当 柳原 様 アプリケーションエンジニアリング部
技術担当 田中 様 アプリケーションエンジニアリング部
技術担当 鎌谷 様 アプリケーションエンジニアリング部
営業担当 豊倉 様 クロスインダストリ営業部
営業マネージャー 堀川 様 クロスインダストリ営業部

Role Name Role Name
MBD:Chief Engineer 藤田 製品開発:Chief Engineer 織邊
MBD:Manager 小林 製品開発:設計者 片岡
MBD:設計者 中川 製品開発:設計者 眞殿

MathWorks様

弊社
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製品適用に向けた活動
・MBD立上げ支援では、MathWorks様に下記の協力をいただき活動実施。

①定例ミーティングの開催（Teamsによる会議・月１回：2ｈ）

②活動推進中の不明点に関するメールベースでのサポート（随時）

③MBDワークフロー構築・改善へのアドバイス・参考となる資料とサンプルの提供（随時）

・弊社のプロセスと融合させ、開発中の製品に並行してMBDを適用。
製品展開を目標に活動を行い、従来開発とMBDの品質コスト面を比較する。
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ソフトウェア要求仕様の整理
・要求仕様の整理にUSDMを活用（弊社プロセス）

※USDM(Universal Specification Describing Manner)

設計書

取込

仕様書

USDM
（Excelで作成）

Simulink Requirement
（要件エディタ）

理由を書くことで、
仕様を明確にでき、

認識のずれを排除できる

階層化されることで
仕様が漏れにくい

USDMに手を加えること
なくモデルに取り込みが

可能

USDMの内容を
モデルから参照可能

仕様書の不備を検出、モデル上での仕様管理を実現
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ソフトウェア要求仕様の可視化と詳細化
・タイミングチャートによるソフトウェア要求仕様の可視化

Simulink Test

・制御構成図・入出力期待値によるソフトウェア要求仕様の詳細化

タイミングチャート

USDM

入出力期待値

制御構成図

Simulink Test使用で
タイミングチャート通りの

テスト作成ができる。

機能の関係性
データのやり取りが

一目でわかるようになる。
下記項目に関して確認

・入出力に過不足がないか。
・機能が肥大化してないか。

機能の可視化、適切な機能分割を実現
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アーキテクチャーモデルの作成
モデル階層構造の検討
・JMAABの階層概念に基づきレイアウトを決定

スケルトンモデルの作成
・制御構成図をInputにSubsystem、Inport、OutPortを配置

制御構成図で処理を明確にしており、
意図しない変更を防止できる。

※CONTROL ALGORITHM MODELING GUIDELINES USING MATLAB, Simulink, and Stateflow Version 5.1

採用
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制御ロジックの作成 ～ モデル設計 ～

・Simulink Requirementを使用し、
詳細モデルを設計

仕様と機能をリンク、実装ミス防止に貢献

入出力期待値

Simulink Requirement
(要件エディタ)

入出力期待値

仕様を確認しながら
設計が可能

機能詳細は
こちらで確認
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制御ロジックの作成 ～ ガイドラインチェック ～

・Simulink Checkを使用し、設計したモデルに対し
ガイドラインチェックを実施

潜在的なミスを事前に取り除くことが可能

JMAABルールを採用

実行

警告内容の解説
警告該当箇所

推奨アクションが表示
ツールが必要なガイドライン

チェック項目を用意

推奨アクションを
自動で修正
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制御ロジックの作成 ～ 設計エラー検出 ～

・ Simulink Design Verifierを使用し、
設計したモデルに設計エラーがないかをチェック。
※設計エラー：オーバーフロー、デッドロジック、ゼロ除算等

複雑なロジックも自動でエラー検出が可能

チェックレポート
対象モデル

実行でレポート
作成

ハイパーリンクで
対象へジャンプ

ブロック・信号選択で
チェック結果を表示

Simulink Design 
Verifier
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入力・基準は
入出力期待値に合わせて
Excelで設計

モデルの検証
・Simulink Testを使用し、設計時に検証コンテンツを作成

関連資料の一元管理により作業効率化を実現

要件（Simulink Requirement）
とリンク

テスト対象とリンク
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実装・検証の進捗管理
・Simulink Requirementを使用することで、

実装・検証の進捗管理を実施。

Simulink Requirementにて管理業務を円滑に遂行

要件に対する実装の実績 要件に対する検証の実績

・検証に関しては詳細に結果を表示

：検証OK
：検証NG
：検証未実施
：検査不要

検査が完了したかどうかの判断が一目瞭然。
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コード生成・実装
・生成コードを汎用ボードに実装。

PILSにてパフォーマンス測定を実施。
※PILS（Processor In The Loop Simulation）

PILに変更

周期処理の処理時間を確認できる

対象の汎用ボードに
ターゲットを変更

シミュレーション実施

コンポーネント単位での検証が可能、検証の前倒しを実現
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製品での検証
・最終確認として製品で検証

ログチャート出力

モデル生成Cソース

従来Cソース 出力一致

検証として下記結果が得られた。
・ログチャートの出力結果が一致。（周期遅れ等も発生無し）
・処理負荷は減少（従来比数％Down）
・ROM/RAM使用量は増加。（従来比10数％）搭載には問題無しレベル。

MBD立上げ支援当初の目標であった、
MBDで作成したコードが製品適用できることを確認した。
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効果の確認
・従来開発との比較結果

①上流工程での仕様不備発見
USDMを活用した仕様整理の技術により、仕様書の不備を10件検出

②ソフトウェアにおけるバグの早期発見
Simulink Requirement使用による仕様 ⇔ モデルの関連付け
Simulink Test使用によるソフトウェア検証の前倒し
⇒ 従来開発では未発覚の不具合７件を検出

③開発工数
Embedded Coder、Simulink Check、Simulink Design Verifier使用で
コード作成、ガイドラインチェック、設計エラー検出を自動化
⇒ 従来開発に対し工数36％削減を実現

MBD導入により、品質コスト面での効果を確認できた。



© GLORY LTD. 2021 All Rights Reserved. 35

まとめ
MBD導入の効果は確認できましたが、課題が残っています。

・課題
弊社内でのMBD認知度が低い。
→MBD説明会、ハンズオンセミナーの開催、社員教育の実施。

MBD技術者が足りていない。
→人材育成のカリキュラムを整備し、即戦力となる教育システムを作成。

開発工程、設計手法についてのルールが制定されていない。
→標準化に向けたガイドラインの制定
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まとめ
MBD立上げ支援での振り返りとしてMathWorks様からご提案をいただきました。

コンサルティングも含め、MathWorks様協力の元、
今後もMBD推進をしていきたいと思います。

最後に、MBD立上げ支援の活動として協力いただきました
袁様、柳原様、田中様、鎌谷様、豊倉様、堀川様
に厚く御礼申し上げます。




	事業推進のための�　技術基盤再構築を可能にするMBD
	アジェンダ
	会社概要
	事業領域
	金融市場 金融機関向け主力製品
	金融市場 金融機関向け主力製品
	海外市場 流通店舗向け主力製品
	市場ポジション
	３つの強み
	コア技術
	ロボットSI事業
	新事業戦略（個体認証）
	新たなビジネスモデルへの展開
	新型コロナウイルス感染症対策
	MBD導入の背景
	MBD導入の背景 ～ 現状の問題点 ～
	MBD導入の背景 ～ 理想とする姿 ～
	MBD導入計画
	導入初年度の成果
	導入初年度で分かった課題
	製品適用に向けた活動
	製品適用に向けた活動
	製品適用に向けた活動
	ソフトウェア要求仕様の整理
	ソフトウェア要求仕様の可視化と詳細化
	アーキテクチャーモデルの作成
	制御ロジックの作成 ～ モデル設計 ～
	制御ロジックの作成 ～ ガイドラインチェック ～
	制御ロジックの作成 ～ 設計エラー検出 ～
	モデルの検証
	実装・検証の進捗管理
	コード生成・実装
	製品での検証
	効果の確認
	まとめ
	まとめ
	スライド番号 37

